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Feruloylated Trisaccharide from Bagasse,
ChemistryLetters,137(1983)













鈴木 潤,東 順一,越島暫夫, 岡村圭三, 岡本







Effects of Expanded Softening and Bal1-


















































木 材 研 究 ･資 料 第18号 (1983)
久津木英俊,樋口隆昌 :コノテガシワ及びメタセコ
イヤあて材中におけるリグニン生合成酵素類の活性


































1.2-ンアリ-ルプロパン-1.3-ジオ ール は F.
solaniM-13-1によって主として アルキ′レー フェニ
ル開裂を うげ, メトキシベンゾキノンと 2-アリー
･レプロパン1 .3-ジオールを 生 じることが 明らか
をうけて C6Clアルデヒドとフェニルグリコールを
生成した｡













グニンモデ ル化合 物 の 分解経 路 を Phanerochaete
chrJSOSPoγium と Fusarium.-olaniに つ いて研究し
た｡ 両菌類は共に,フェノール性末端基に対して,
アノしキルフェニル開裂を引き起すが,フェノール基
が保護されると, 前者は Cαと Cβ間の開裂を示





























































Canadian Wood Chemistry Symp. (Niagara
Fals)67(1982)
棚橋光彦,樋 口隆昌 :リグニンモデル化合物のキノ





とペントー スはそれぞれ C6とC5 の一級水酸基に
よって化合物 Ⅰから, 生 じた キノンメチ ドと結合
し,グアヤ シル グ リセ ロール-α一糖一針 グアヤシ
ル ジー エーーテルを形成した｡この結果,木化中のリ
グニンに生成 しているキノンメチ ド中間体へ,- ミ
セルロースの糖残基中の一級水酸基やカルボキシル







昌,花井四郎 :爆砕木材の特性 (第 1報) 組織構造
と物理的性質
高圧の飽和水蒸気 (12-28kg/cm2) で 1-16分
間,シラカバとカラマツのチップが処理され,反応
































































































phatic Cellulose Ester HO-ologues,Wood
Research,No.69,89(1983)











森 光正,則元 京,脇谷慶之 :マイクロ波加熱時



















SHIRAISHf:Viscoelastic Properties of (Cel-
luloseOlig0-0ⅩymethyleneEther)Acylates,
JournalofAppliedPolym.Sci.,27,4409(1982)










の過程を高温側から α,β,γ および ∂と名付ける
























木 材研 究 ･資 料 第18号 (1983)
運動 (7-と了)に帰属された〔)
タウンC住区サブセンター工事に伴う被害原因調査











J , + -
･し J｣ 亡)
高谷政広,浜用良三,佐/<末 光 ‥木材--エポキシ































ふうの N(月 封崖の応ノ札2)低質材の LVC 化及び配
向性/ぺ-ティクルボー ドの製造について,実験デー
クを示 し考察を加えている｡












佐々木 光, 坂井克己 :研究動向, 木調二l二業,37
(日),64-,65(1982)
わが国における木材関係の研究動向を物理系と化
学系について振 り返 り,今後の方向について論 じて
いる｡











































氏.TsUNODA and 良.NISHIMOTO: Studies of
Low ToxicityAnti-sapstainClemicals(ⅠⅠ)
EvaluationortheNew Formulation asan







































れたが,CCA では, 2菌種に対して 2-4kg/m3
の注入量で十分な防腐効果が発揮された｡
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今村祐嗣,和田 博,則元 京,林 昭≡ :マイク
ロ波加熱を利用した曲木の組織構造,木材誌,28,
743(1982)
マイクロ波加熱を利用して曲げ加工した針葉樹材
の組織構造の変化を,SEM を用いて観察した｡曲
木の圧縮側の仮道管壁には,供試材の曲げやすさの
程度や曲木の曲率半径の相違によって,それぞれ異
なった形態変化が認められた｡しかしいずれの場合
も,中立面付近の仮道管壁には,2次壁中層のミク
ロフィブリル配列と交差するらせん状の隆起が生じ
ていた｡さらに圧縮側に移行するにしたがい,この
マイクロ波加熱による曲木に特徴的な隆起の幅と分
布は増大した｡圧縮側表面近くでは,仮道管壁自身
が波状にしゅう曲していた｡これらの変形はいわゆ
る圧縮破壊となり,仮道管の放射組織との交流域や
先端部位に影響されることなく,壁全体にわたり均
等に生じていた｡水分を吸収して直材に戻った材の
仮道管壁では,らせん状の小さな隆起のみを残して
変形はほとんど回復した｡これらのことから,マイ
クロ波加熱を利用した曲木では,細胞壁のマトリッ
クス成分が軟化して容易に生じた変形が固定された
状態にあるといえる｡
今村祐嗣 :木目と木理と杢,KGK ジャーナル,
10,16(1982)
木材を特徴づける木目,木理および杢について,
その出現のしくみを組織構造の面から説明した｡
今村祐嗣 :天然シポ品種の木材組織による識別の試
み,天然しぼの研究,No.3,8 (1983)
自然の状態で丸太表面が凸凹していることから,
床柱として珍重されるスギ天然シボ材について,そ
の品種あるいはシボのようすと木部放射組織の形態
の関係を明らかにし,木材組織の特徴を利用して品
種を識別する試みを概説した｡
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